
地元広島市民にもあまり知られていない広島城の価

値や魅力について、様々なジャンルの専門家が熱い

トークを繰り広げます。広島城に行ったことがある

人も、ない人も、地元広島を語る上で欠かせない広

島城の知られざるチカラに触れてみませんか？ 

主　催：広島市 ／ 共　催 ：広島城

令和４年12月11日日 
JMSアステールプラザ中ホール
(広島市中区加古町4番17号)

13：00～16：00
会 場

日 時

メイントーク トーク

広島市市民局文化スポーツ部文化振興課広島城活性化担当
TEL 082-504-2869    メール  bunka-machi@city.hiroshima.lg.jp

お問い合わせ

250名程度（先着順の事前申込制・参加費無料）
※定員に達し次第、募集を締め切ります。
※新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況によっては、
　参加人数を制限する可能性があります。

広島城大小天守模型
作：島  充

出演者への質問大募集‼
※全ての質問にお答えできるわけではありません。
　ご了承ください。

定　員

①歩いて発見！広島城の魅力
　城郭ライター　萩原  さちこ

③毛利氏の広島築城 
　県立広島大学名誉教授　秋山  伸隆

現存最古だった国宝広島城天守
広島大学名誉教授　三浦  正幸

広島城トークイベント

Webサイト（右のQRコードから）又はFAXで申し込みください。
Web▶https://forms.gle/Yuz9tH9kDAb6PfGv8　　　　　
FAX：082-221-1718▶記載事項 ●氏名 ●住所 ●電話番号 ●Eメールアドレス ●出演者への質問
11月30日（水）必着 （11月1日（火）9時～受付開始）

申込方法

～市民が知らない!? 広島城のチカラ～

（任意）

②模型が明かす広島城天守の実像
　城郭模型作家　島  充

知っていますか？本当の広島城を。



※注意事項等
会場では、新型コロナウイルス感染拡大防止対策を実施しています。会場内ではマスクを着用し、当日、体調の優れない方、体温37.5℃以上の方は参加をお控えいただきます
よう、御協力お願いいたします。また、感染拡大の状況によっては、イベントが中止となる場合があります。

出演者プロフィール

プログラム

広島駅から
■市内電車利用の場合　
　広島港行（紙屋町経由）－市役所前下車（600m）
　江波行－舟入町下車（400m）
■バス利用の場合　　　
　広島バス　24号路線
　吉島営業所行または吉島病院行－加古町下車（200m）
■タクシー利用の場合　約15分

交通アクセス
横川駅 新白島駅

広島城

広島駅

バスセンター

平和記念公園
平和大通り

国道２号

広島市文化交流会館
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島  充 （しま　みつる）

城郭模型作家。
幼少より日本の伝統建築空間に魅せられ、模型作りに明け暮れる。2015年より作家としての活動を開始する。展示模型・メディア向け模型・
鑑賞模型から創作模型まで幅広く手掛ける。独自の考証で古写真を模型化するなど、臨場感ある写実的な作風を特色としている。
【著書】『熊本城超絶再現記　巨大ジオラマでよみがえる本丸の全貌』(新紀元社、2019年)　『島充の城郭模型紀行』(大日本絵画、2021年)
【隔月連載】「城郭模型紀行」(『月刊アーマーモデリング』誌上にて2019年より継続中)

萩原  さちこ （はぎわら　さちこ）

城郭ライター・編集者。（公財）日本城郭協会 理事・学術委員会学術委員。（一社）城組 代表理事。
出版社、制作会社、広告代理店など勤務後に独立。現在は執筆業を中心に、講演、メディア・イベント出演などを行う。
【著書】「お城へ行こう！」（岩波ジュニア新書）、「城の科学～個性豊かな天守の「超」技術～」（講談社ブルーバックス）、「日本100名城のひみつ」
（小学館）、「日本の城語辞典」（誠文堂新光社）、「日本100名城と続日本100名城めぐりの旅」（ワン・パブリッシング）など。ほか、新聞や雑誌
などでの連載多数。

三浦  正幸 （みうら　まさゆき）

広島大学名誉教授。NHK大河ドラマ「麒麟がくる」「青天を衝け」「鎌倉殿の13人」建築考証。
日本伝統建築技術保存会（ユネスコ無形文化遺産登録団体）特別会員、NPO法人江戸城天守を再建する会特別顧問、文化財石垣保存技術協議会
評議員、（公財）日本城郭協会評議員。
【著書】『天守　芸術建築の本質と歴史』（吉川弘文館）、『図説近世城郭の作事　天守編』（原書房）、『図説近世城郭の作事　櫓・城門編』（原書房）、
『城のつくり方図典』（小学館）、『城の鑑賞基礎知識』（至文堂）、『神社の本殿』（吉川弘文館）、『平清盛と宮島』（南々社）ほか多数。

秋山  伸隆 （あきやま　のぶたか）

県立広島大学名誉教授、博士（文学）。　
広島大学文学部、同大学院で日本史を学ぶ。広島大学文学部助手、広島文化女子短期大学助教授、広島女子大学助教授・教授を経て2005年4
月より県立広島大学教授（2018年3月定年退職）。
日本中世史、とくに戦国大名毛利氏と中国地方の地域史を研究。【著書】『戦国大名毛利氏の研究』（吉川弘文館、1998年）など
【論文】「厳島合戦再考」（県立広島大学宮島学センター編『宮島学』所収、渓水社、2014年）など

13：00～13：25　 開会・導入 （広島城の概要）
13：25～14：05　 メイントーク　現存最古だった国宝広島城天守 （広島大学名誉教授　三浦  正幸）
　　   休  憩
14：15～15：15　 トーク　　　　①歩いて発見！広島城の魅力 （城郭ライター　萩原  さちこ）

②模型が明かす広島城天守の実像 （城郭模型作家　島  充）
③毛利氏の広島築城 （県立広島大学名誉教授　秋山  伸隆）

　　   休  憩
15：25～15：55　 セッション （事前にいただいた質問にもお答えします）


